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2 Thomae’s formula 
ないものの値を与えるのがThomaeの公式である。半整数のthetacharacteristic 
に対して｛1，・ぺ2g+1｝の部分集合集合Sが［M],p.106によるやり方でただ一
通りに定まる。 U={l,3,5，・・.'2g + 1｝とおき、｛1,2，・・.,2g + 1｝の部分集
合P,Qに対しての対称差P0 Qを（P-Q)u(Q-P）によって定義する。
定理 1.1(Thomaeの公式［T],[FJ,[M]).#So U = g + 1とする。以上の記号の
もとで次の式が成立する。
。（T,A)4＝三Ldet(PB)2 n 
(2π）9 --r !.＇－~ p,qt::_;::,ou,p<.q 
（入p一入q）・ 日（入p 入q)
p,q経SoU,pくq






C: y2 = IJ(xーん）
i=l 




for i = 1, .. , n -1 
(2.1) w -) y 包－ ) xi-ndx 
I 2 ¥. y 
for i = n, .. , 3n -2. 
Cには μ3= {wεc I w3 = 1｝が x 1--t x,yト→ων によって作用するので
-l+v'-3 
H1(C,Q/Z）にも μ3が作用する。 ω＝ として定まる自己同型を
2 
ρと書き、 H1(C,Q/Z）の（1－ρ）－torsion pointをH1(C,Q/Z)(lーρ）と書く。




のときl(l－ρ）（弘一;y3n）はHi( C, Q/Z)(1ーρ）の元を与える。 ei( i = 1,.. , 3n) 
を基底とする F3 上のベクトル空間 EB~~1F3eiの部分空間
z = {k向｜乞ki三 O(mod3)}
の元 ei-e3nに対してl(l-p）（弘一 13n）を対応させることにより Z →
H1(C,Q/Z)(lーρ）なる写像が定まる。この対応により次の同型写像を得る。
H(F3 ~ EB~~1F3ei ~ F3）竺Hi(C, Q/Z)(l-p) 
-16・
寺紬友秀 3 
ここで α は 1 日 Z.:::~~1 eiで与えられる写像、 βはZ.::iki ei i--; Z.::i k包で与えら
れる写像でHはhomologyを殺す。 A= Z.:i ki eiをZの元とするとき Aic 
{l, .. ,3n} (j=0,1,2）を





～～ J flpFAi,qEAi （λp一入q) if ( iヂj)
(Ai, A.J）二く とー
J l Ilp,qEAi ,pくq（入p…入q) if ( i = j) 
と定義し、
ム（A）口（Ao,A1)(A1, A2）（瓦2,Ao)(Ao, Ao)3(Ai, A1)3（え2,A2)3 
と定めると、これは持ち上げAの取り方によらない事がわかる。























4 Thomae’s formula 
3. plの巡回3重被覆と BINARYTREE 
この章以降は一般のbranchingindexの場合を考える。入i,.. , >.nを相異な
る複素数とする。さらに α1'.・・， hε ｛ 1,2｝で L:~＝ l 向三 O (mod 3）を満たす
ものとする。 Cを













F3 ~ cf=1 F3ei £ F3 
はcomplexとなるが、このcomplexを用いて
白 β


































































ρ2(Av) = Bぃ 黒ならばρ（Av)= Bvとなる。 innervertexの数がCのgenus
g(C）となり、 下の同型が得られる。
i: z9 EBz9→ Hi(C,Z): (Pv,qv)v:innervertex 1---t乞（pvAv+ qvBv) (3.3) 











となる。いま di= I:i（αi/3) -1, d2 = I:i(bi/3) -1とおくと、 di+d2個の微
分形式的老
Z包ー 1dx
















(5.1）恥（β）→H1印刷1-p).s H1(C, ~Z/Z)(l-p) ';1 （ ~Z)29 /Z29 
A= I:i kieiをKer（／））の元とする。 A土を
五土＝ {iε ｛1, .. ,n} I向＝士1 (mod 3)} 
と定義し、さらにx.； を
Aj = {i EA土 Iki = j ( mod 3)} 
と定義する。 81,82をXjのどれかとして（81'82）を




if 81 = 82 






とおくとム（A）は H1(C, Q/Z)(l-p）における Aの類Aのみによることがわか
る。これをム（A）と書くことにする。
Ker（β）の元Aが条件
(5.2) #At -#A0 = #At -＃瓦1=#At－＃瓦z
を満たしているか否かは、そのH1(C,Q/Z)(lーρ）における類のみにより決定さ



























の点えを一つ選んで、 k= i,i + 1として分岐点入k(t）を
入包（t)＝入＋t（入k一入）
-21・




の極限をとったもので、 pl内のんい・・，ん－1人入叫2,・ . ,.Anで分岐した3次巡
儲被覆でこれをC2とおく。もう一つの或分はe= (x -'5.)/tなる plの産擦に
変換することにより見やすくなる。この産標変換で分妓点入k(t）は入~（t）に変
換される。ここで












r dx r>-i+l (t) dx I - =wi（ト w)I 
)B11 Y2(t) 九事例
と計算されるが、さらに、上の藤擦とで変換することにより
lim t1!3 f丘＝ wi（ト w) f>.;+1 <i,e 
ぃo JB11 Y2(t) Ilk戸，i+l（え＿Ak)bk/3 λ4 （ご一入i)2/3（と一入i+l)2/3
-wi {1 -w) 1 1 
B（一一）．
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